
年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに豊かな情操を養う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

30

18

○

【知識・技能】
曲想と音楽の構造や歌詞との関わり、我が国
や郷土の伝統音楽の種類と特徴について理解
している。
【思考・判断・表現】
音色・リズム・旋律・テクスチュアを知覚
し、それらの働きを感受しながら音楽をどの
ようにつくるかについて表現意図を持ってい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的・協働的に学習活動に取り組もうとし
ている。 ○ ○ ○

〇

○ 〇 〇

【知識・技能】
曲想と音楽の構造、文化的・歴史背景、生活
や社会との関りを音楽の歴史的な流れから理
解している。
【思考・判断・表現】
音色・リズム・旋律・テクスチュア・強弱・
構成を知覚し、どのように演奏をするかにつ
いて表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
時代や作曲者の違いによる音楽の特徴を感じ
取りながら主体的・協働的に学習活動に取り
組もうとしている。 〇 〇 〇

〇

【知識・技能】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ
り、音楽の特徴について理解している。
【思考・判断・表現】
音色・速度・旋律・テクスチュア・強弱を知
覚し、それらの働きを感受しながら近くした
ことと感受したこととの関りについて考える
とともに、表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的・協働的に歌唱や鑑賞の学習活動に取
り組もうとしている。

音楽Ⅰ芸術

表現

評価規準
鑑
賞

音楽を形づくっている要素を知覚し、音楽のよ
さや美しさについて自ら味わい鑑賞し、表現す
る。

教育出版　：　音楽Ⅰ　MOUSA

芸術

　音楽表現を創意工夫することや，音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くことができる。

　生涯にわたり音楽を愛好する心情を育む

音楽Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】　創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・協働的に音楽の学習活動に取り組もう
としている。

〇 〇 〇

○ ○
３
学
期

単元
合唱
【知識及び技能】
自己のイメージをもって歌唱表現
を行う。
【思考力、判断力、表現力等】
混声合唱の響きを味わい、作曲者
のコンセプトを理解しながら歌唱
表現を創意工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
楽曲の音楽表現を創意工夫しなが
ら合唱活動の楽しさを味わう。

・指導事項
合唱コンクールに向けて取り組む

・教材
教科書
ワークシート
キーボード　等

２
学
期

単元
・世界の音楽について
・歌曲
・楽典
・アンサンブル
・ギター
・発表会
【知識及び技能】
世界の様々な音楽から音楽表現の
多様性を捉えるとともに、音楽表
現や音楽文化の固有性、共通性を
考える。
【思考力、判断力、表現力等】
技能の習熟度に応じた楽曲の音楽
表現を創意工夫しながら楽曲演奏
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者の音楽表現に共感をしながら
自己の音楽表現を工夫する手立て
を学ぶ。

・指導事項
1学期の基礎学習を基に発展的な活
動をする。
2学期の最後には、授業内発表会を
行う。

・教材
教科書
ワークシート
楽器　等

配
当
時
数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 知 思

単元
・ボディーパーカッション
・校歌
・平易な合唱曲
・楽典

【知識及び技能】
音に対する自己のイメージを豊か
にしたり、音楽を幅広く様々な視
点からとらえようとする態度を養
う。
【思考力、判断力、表現力等】
楽器の奏法を身につけるとともに
技能の習熟度に応じて楽曲演奏が
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
音楽に自ら積極的に関わり、音楽
を幅広く様々な視点からとらえよ
うとする態度を養う。

・指導事項
身体を用いたアンサンブル活動を
通して、仲間づくりをする。ま
た、基礎的な楽典を学び音楽の能
力を高める。

・教材
教科書
ワークシート
ギター　等

○ 22○

合
計

70

（1組～7組：　　）

芸術 音楽Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

態

創意工夫を生かした音楽表現をするために必要
な要素を身につけ表現する知識及び技能を身に
つける。



年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 １組～７組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

合
計

6

【知識・技能】
アクリル絵の具の特性と、塗り方のコツを活
用し、モダンテクニック技法による表現の効
果を知る。
【思考力・判断力・表現力等】
技法やデザインの特性を知り、図案に活かし
ている。
【学びに向かう力・人間性等】
形や構成を通して他者に自己の意図する表現
を伝えている。

○ ○ ○

18

70

18

【 知　識　及　び　技　能 】

○

【知識・技能】
対象絵画の造形的な視点の理解を深め、ヘラを
使って粘土での表現方法を創意工夫する。
【思考力・判断力・表現力等】
表現意図や工夫について考え、粘土特有の立体
的な表現の工夫に活かして制作する。
【学びに向かう力・人間性等】
粘土貼り絵で模写することを通し、作品の世界
観の感じ方や考え方を深め、粘土の特性を理解
しながら主体的に表現しようとしている。

○ ○ ○

【指導事項】
粘土の扱い方について、色の混ぜ
方や保存方法について理解する。
ボリューム感の再現や表面を丁寧
に仕上げる工夫について学ぶ。
【教材】
首振り人形芯材キット、粘土、ア
クリル絵具、粘土ヘラ、保存袋、
アルコール、霧吹き、キッチン
ペーパー
【一人１台端末の活用】
造形の知識を端末を利用して学
ぶ。

表現

鑑
賞

評価規準 知

芸術に関する科目の特質について理解すると共に、意図に基づいて表現するための技術を身に付けるようにする。

思 態単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解
を深めるとともに、表現の目的や意図に応じて
表現方法を創意工夫し、創造的に表すことがで
きる。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、
美術の働きなどについて考え、主題を生成し創
造的な表現の構想を練ることができる。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることが出来る。

○

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生
涯に
わたり美術を愛好する心情を育むとともに、感
性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく
態度を養う。

配

当

時

数

○ ○

○ ○

○

高校美術

芸術

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むと共に、感性を高め、心豊かな情操を培う。

美術Ⅰ

（1組～7組：　　）

16

「部活のゆるキャラデザイン」
【知識及び技能】
所属部のイメージを多角的な視点で
捉え、意図に応じてビジュアル面の
デザインを工夫する。
【思考力、判断力、表現力等】
部活イメージの形態を活かして性格
や色彩を考え、テーマに合わせて創
意工夫しゆるキャラに落とし込む。
【学びに向かう力、人間性等】
部活の特色を活かしたキャラクター
デザインに主体的に取り組み、他者
に所属部の良さや面白さを伝えよう
とする。

【指導事項】
キャラクターデザインについて理
解する。ワークシートを用いてコ
ンセプト、テーマカラー等、構想
を練ってアイデアを出し、アイデ
アシートに清書する。
【教材】
ワークシート、アイデアシート、
色鉛筆、マジック
【一人１台端末の活用】
著作権について調べた上で、色の
組み合わせや色彩の効果を理解
し、他者に与える印象の違いにつ
いて学ぶ。

○ ○

12

【知識・技能】
ペーパークイリングについて知る。デザイン
の活用法について理解を深める。
【思考力・判断力・表現力等】
パーツの組み合わせ方などペーパークイリン
グの特性を創意工夫してデザインに活かす。
【学びに向かう力・人間性等】
パーツの形や色彩、構成を通して美しく見え
る配置を工夫して感性を高め、限られた時間
内により良いものを作ろうとする。

○

○○ ○

【知識・技能】
配色や構成についてデザイン案通りの再現を
追求している。立体表現の造形的美しさの理
解を深める。
【思考力・判断力・表現力等】
粘土を扱いやすい水分量や絵具量、使う分量
のバランスを的確にするための比率を知り、
作業に活かす。
【学びに向かう力・人間性等】
特性に合わせた材料の扱い方を工夫し、積極
的に表現に活かしている。

○

美術Ⅰ芸術

３
学
期

「粘土貼り絵」
【知識及び技能】
油絵のような立体感のある質感を、
表現の意図や工夫について考えなが
ら制作する。
【思考力、判断力、表現力等】
模写する作品について情報収集し、
造形的な表現について主体的な考え
を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
作品の構図や表現の美しさを見出
し、主体的に制作に取り組み、表現
することの意図や工夫について理解
しながら美術に親しむ。

【教材】
ワークシート、カーボン用紙、白ダ
ンシート、粘土、アクリル絵具、模
写作品のコピー写真
【一人１台端末の活用】
選んだ絵画作品について制作された
背景や特徴などを学ぶ。

○

２
学
期

１
学
期

2

雪谷
芸術 美術Ⅰ

「部活のゆるキャラ首振り人形」
【知識及び技能】
粘土の扱い方を学び、首振り人形芯
材への肉付けの技法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
形態を活かしたポージングを考え、
イメージと合致させ、創意工夫して
粘土立体を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
材料や道具を効果的に使い、見通し
を持って制作を進めていく。

「ペーパークイリングでアルファ
ベット装飾」
【知識及び技能】
ペーパークイリングの特性を理解
し、作業手順を把握して制作に活か
す。
【思考力、判断力、表現力等】
アルファベットの形態を活かした画
面構成を考え、テーマを生成し構想
する。
【学びに向かう力、人間性等】
形のつながりや画面の構図から美し
さを見出し、見方や感じ方を深め
る。

「モダンテクニックで文字表現」
【知識及び技能】
デザインの役割や造形的な視点につ
いて理解を深め、意図に基づいて表
現するための技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
生成した主題のイメージや全体のデ
ザインの機能や効果について考えを
深め、創造的に構想する。
【学びに向かう力、人間性等】
デザインが伝える役割やその特性を
生かして主体的に創作活動に取り組
む。

【指導事項】
デザインの役割について解説し、
英単語とテーマの関連性を確認
し、レイアウトを行う。
【教材】
ワークシート、B4ケント紙
【一人１台端末の活用】
モダンテクニックの技法について
調べ、表現の効果を知り、アイデ
ア収集を行う。

○

【指導事項】
基本的な道具の使い方やパーツの
作成方法について学ぶ。形や色の
組み合わせで変わる印象や、彩度
と明度の構想を練る。
【教材】
クイリングペーパー、竹串、カッ
ター、ピンセット、ケント紙、ボ
ンド、カーボン用紙
【一人１台端末の活用】
造形の知識を端末を利用して学
ぶ。

○

○

【知識・技能】
キャラクターデザインの目的や、具現化され
た造形の特徴を理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
効果的な配色や構図、色の比率をゆるキャラ
に活かしてオリジナルの図案を考案する。
【学びに向かう力・人間性等】
部活のゆるキャラデザインを通して、自己と
他者の価値観の相違について理解する。

○

○



年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 2 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

雪谷

（２組：　　）

芸術 書道Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

書道Ⅰ

思 態

【学びに向かう力、人間性等】

［表現］主体的に書道の幅広い表現の学習活動に
取り組む。
［鑑賞］主体的に書道の幅広い鑑賞の学習活動に
取り組む。

配
当
時
数

光村図書　書Ⅰ

芸術

古典、古筆等の価値と根拠について考え、書のよさや美しさを味わって捉える。

漢字の書体の変遷や仮名、漢字仮名交じり書の成立、その背景にある歴史や文化に関心を持ち、主体的に
書道の幅広い鑑賞の学習活動に取り組む。

【知識及び技能】
・知識
［表現］古典の書体や書風と用筆・運筆との
関わりについて理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、日本及び中国等の文字
と書の伝統と文化について理解している。
・技能
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、線
質、字形や構成を生かした表現を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。
［鑑賞］古典の価値とその根拠について考
え、書のよさや美しさを味わって捉えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字の書の幅広い表現の学
習活動に取り組もうとしている。
［鑑賞］主体的に漢字の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組もうとしている。

［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により
判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や
質疑、提出物の内容により判断する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積
極的な参加から判断する。

○ ○ ○

評価規準 知

・知識
［表現］古典・古筆等の書体や書風と用筆・運
筆との関わりについて理解する。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効果
や風趣との関わり、日本及び中国等の文字と書
の伝統と文化について理解する。
・技能
古典・古筆等に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身につ
ける。

［表現］古典・古筆等の書体や書風に即した用
筆・運筆、字形、全体の構成について構想し工
夫する。
［鑑賞］古典・古筆等の価値とその根拠につい
て考え、書のよさや美しさを味わって捉える。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

〇単元　漢字の書
【知識及び技能】
　・知識
［表現］古典の書体や書風と用
筆・運筆との関わりについて理解
させる。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要
素と表現効果や風趣との関わり、
日本及び中国等の文字と書の伝統
と文化について理解させる。
・技能
古典に基づく基本的な用筆・運筆
の技能、線質、字形や構成を生か
した表現を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］古典の書体や書風に即し
た用筆・運筆、字形、全体の構成
について構想し工夫させる。
［鑑賞］古典の価値とその根拠に
ついて考え、書のよさや美しさを
味わって捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字の書の幅広
い表現の学習活動に取り組ませ
る。
［鑑賞］主体的に漢字の書の幅広
い鑑賞の学習活動に取り組ませ
る。

・指導事項
［楷書］
孔子廟堂碑
九成宮醴泉銘
雁塔聖教序
顔氏家廟碑
牛橛造像記
鄭羲下碑

上記古典を学び、様々な書体・書
風、表現を学ばせる。

・教材
光村図書　書Ⅰ

〇 ○

日本及び中国等の文字と書の伝統と文化、漢字の変遷、各書体に特有の字形や線質の特徴について
理解する。

書道Ⅰ芸術

【 知　識　及　び　技　能 】

（３組：　　） （４組：　　） (５組：　　) (６組：　　) (７組：　　)

１
学
期

22



10

20〇

・指導事項
仮名の成立と種類についての説
明。時代背景等、特徴的な筆遣い
を理解させる。仮名の基本的な筆
遣い（横の線、縦の線、転折、円
運動、結びなど）を指導。
平仮名・変体仮名の指導。

・教材
光村図書　書Ⅰ

〇 〇

【知識及び技能】
・知識
［表現］線質や書風、用筆・運筆との関わり
について理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、日本の文字と書の伝統
と文化について理解している。
・技能
仮名の古筆に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身に
つけている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］仮名の古筆や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根拠につい
て考え、書のよさや美しさを味わって捉えて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に仮名の書の幅広い表現の学
習活動に取り組もうとしている。
［鑑賞］主体的に仮名の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組もうとしている。
［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により
判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や
質疑、提出物の内容により判断する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積
極的な参加から判断する。

〇

〇単元　仮名の書
【知識及び技能】
・知識
［表現］線質や書風、用筆・運筆
との関わりについて理解させる。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要
素と表現効果や風趣との関わり、
日本の文字と書の伝統と文化につ
いて理解させる。
・技能
仮名の古筆に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身につけさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］仮名の古筆や書風に即し
た用筆・運筆、字形、全体の構成
について構想し工夫させる。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその
根拠について考え、書のよさや美
しさを味わって捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に仮名の書の幅広
い表現の学習活動に取り組ませ
る。
［鑑賞］主体的に仮名の書の幅広
い鑑賞の学習活動に取り組ませ
る。

〇

〇

【知識及び技能】
・知識
［表現］古典の書体や書風と用筆・運筆との
関わりについて理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、日本及び中国等の文字
と書の伝統と文化について理解している。
・技能
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、線
質、字形や構成を生かした表現を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。
［鑑賞］古典の価値とその根拠について考
え、書のよさや美しさを味わって捉えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字の書の幅広い表現の学
習活動に取り組もうとしている。
［鑑賞］主体的に漢字の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組もうとしている。

［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により
判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や
質疑、提出物の内容により判断する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積
極的な参加から判断する。

〇

２
学
期

〇

〇単元　漢字の書
【知識及び技能】
　・知識
［表現］古典の書体や書風と用
筆・運筆との関わりについて理解
している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要
素と表現効果や風趣との関わり、
日本及び中国等の文字と書の伝統
と文化について理解している。
・技能
古典に基づく基本的な用筆・運筆
の技能、線質、字形や構成を生か
した表現を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］古典の書体や書風に即し
た用筆・運筆、字形、全体の構成
について構想し工夫している。
［鑑賞］古典の価値とその根拠に
ついて考え、書のよさや美しさを
味わって捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字の書の幅広
い表現の学習活動に取り組もうと
している。
［鑑賞］主体的に漢字の書の幅広
い鑑賞の学習活動に取り組もうと
している。

・指導事項
［行書］
蘭亭序
争座位文稿
蜀素帖
風信帖
［草書］
真草千字文
［隷書］
曹全碑
［篆書］
泰山刻石

上記古典を学び、様々な書体・書
風、表現を学ばせる。

［創作］
これまで学んだ書体・書風を生か
し、生徒各自が選んだ漢文(熟語等
も含む)を作品化させる。また様々
な創作例を鑑賞し、作品に応用さ
せる。

・教材
光村図書　書Ⅰ

〇 〇



〇〇 〇 〇

〇単元　漢字仮名交じりの書
【知識及び技能】
・知識
［表現］用具・用材の特徴と表現
効果との関わり、名筆や現代の書
の表現と用筆・運筆との関わりに
ついて理解させる。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要
素と表現効果や風趣との関わり、
漢字仮名交じりの書の成立につい
て理解させる。
・技能
目的や用途に即した効果的な表
現、漢字と仮名の調和した線質に
よる表現の技能を身につけさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］漢字と仮名の調和した字
形、文字の大きさ、全体の構成、
目的や用途に即した表現形式、意
図に基づいた表現、名筆を活かし
た表現や現代に生きる表現につい
て構想し工夫させる。
［鑑賞］創造された作品の価値と
その根拠、生活や社会における書
の効用について考え、書のよさや
美しさを味わって捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字仮名交じり
の書の幅広い表現の学習活動に取
り組ませる。
［鑑賞］主体的に漢字仮名交じり
の書の幅広い鑑賞の学習活動に取
り組ませる。

・指導事項
漢字仮名交じりの書の特徴、歴史
について指導。漢字と仮名の調和
や自由な紙面構成などの表現の特
徴を理解させる。また用具・用材
の違いによる表現の違いも理解さ
せる。
創作を通して、作品制作の楽し
さ、難しさ、表現の多様さを感じ
させる。
心に響く言葉、好きな言葉を素材
に作品制作させる。
作品鑑賞会により、生徒相互の意
見を述べさせ、評価させる。

〇

〇単元　仮名の書
【知識及び技能】
・知識
［表現］線質や書風、用筆・運筆
との関わりについて理解させる。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要
素と表現効果や風趣との関わり、
日本の文字と書の伝統と文化につ
いて理解させる。
・技能
仮名の古筆に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身につけさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］仮名の古筆や書風に即し
た用筆・運筆、字形、全体の構成
について構想し工夫させる。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその
根拠について考え、書のよさや美
しさを味わって捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に仮名の書の幅広
い表現の学習活動に取り組ませ
る。
［鑑賞］主体的に仮名の書の幅広
い鑑賞の学習活動に取り組ませ
る。

・指導事項
蓬莱切
高野切第三種
継色紙

上記古典を学び、様々な書風、表
現を学ばせる。

［創作］
これまで学んだ仮名の書風を生か
し、生徒各自が選んだ和歌を作品
化させる。また様々な創作例を鑑
賞し、作品に応用させる。

・教材
光村図書　書Ⅰ

３
学
期

4

合
計

70

14

【知識及び技能】
・知識
［表現］線質や書風、用筆・運筆との関わり
について理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、日本の文字と書の伝統
と文化について理解している。
・技能
仮名の古筆に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身に
つけている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］仮名の古筆や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根拠につい
て考え、書のよさや美しさを味わって捉えて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に仮名の書の幅広い表現の学
習活動に取り組もうとしている。
［鑑賞］主体的に仮名の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組もうとしている。

［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により
判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や
質疑、提出物の内容により判断する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積
極的な参加から判断する。

〇

〇

【知識及び技能】
・知識
［表現］用具・用材の特徴と表現効果との関
わり、名筆や現代の書の表現と用筆・運筆と
の関わりについて理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、漢字仮名交じりの書の
成立について理解している。
・技能
目的や用途に即した効果的な表現、漢字と仮
名の調和した線質による表現の技能を身につ
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］漢字と仮名の調和した字形、文字の
大きさ、全体の構成、目的や用途に即した表
現形式、意図に基づいた表現、名筆を活かし
た表現や現代に生きる表現について構想し工
夫している。
［鑑賞］創造された作品の価値とその根拠、
生活や社会における書の効用について考え、
書のよさや美しさを味わって捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字仮名交じりの書の幅広
い表現の学習活動に取り組もうとしている。
［鑑賞］主体的に漢字仮名交じりの書の幅広
い鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。
［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により
判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や
質疑、提出物の内容により判断する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積
極的な参加から判断する。

〇 〇 〇



年間授業計画

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科　音楽  科目 音楽教養
教　科： 科　目： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択者

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標： 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに豊かな情操を養う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

雪谷

〇 〇 30

○ ○ ○ 22

態

配
当
時
数

１
学
期

単元
・楽典
・ソルフェージュ(聴音、新曲視
唱、リズム課題、読譜)

・指導事項
基礎的な楽典やソルフェージュを
学び音楽の能力を高める。

・教材
楽典
新曲視唱
洗足オンライン聴音

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

〇 〇

18

合
計

70

３
学
期

単元
アンサンブル　等

・指導事項
それぞれの得意分野についてプレ
ゼンテーションをする。
アンサンブルをする。

・教材
ギター、ベース、ドラム

【知識・技能】
楽典の内容を理解し、それらを使って楽曲分
析できている。
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
時代や作曲者の違いによる音楽の特徴を感じ
取りながら主体的・協働的に学習活動に取り
組もうとしている。

〇

〇

【知識・技能】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ
り、音楽の特徴について理解している。
【思考・判断・表現】
音色・速度・旋律・テクスチュア・強弱を知
覚し、それらの働きを感受しながら近くした
ことと感受したこととの関りについて考える
とともに、表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的・協働的に歌唱や鑑賞の学習活動に取
り組もうとしている。

２
学
期

単元
・楽曲分析
・楽曲制作
・ソルフェージュ

・指導事項
入試の過去問題に取り組む。
ソルフェージュにおいて1学期の基
礎学習を基に発展的な力をつけ
る。
・楽典で得た知識を使って楽曲分
析や楽曲制作など発展的な内容に
取り組む。

・教材
楽典、オーケストラのポケットス
コア

【知識・技能】
楽典の基本的内容を理解している。
【思考・判断・表現】
楽典で得た知識を生かし創意工夫した表現が
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的・協働的に学習活動に取り組もうとし
ている。

評価規準 知 思

音楽教養

創意工夫を生かした音楽表現をするた
めに必要な要素を身につけ表現する知
識及び技能を身につける。

【知識及び技能】

教育出版　楽典

音楽

【 知　識　及　び　技　能 】　創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付ける。

　音楽表現を創意工夫することや，音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くこと
ができる。
　生涯にわたり音楽を愛好する心情を育む

【思考力、判断力、表現力等】

音楽を形づくっている要素を知覚
し、音楽のよさや美しさについて
自ら味わい鑑賞し、表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・協働的に音楽の学習活動に取り組も
うとしている。

音楽 音楽教養 2


